
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次組：第 1 年次 1 組～ 10 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇

〇

考査

火曜　（岩井）　（内田）　（丹波）　（本間）
水曜　（長面川）　（丹波）　（井上）　（松鶴）
木曜　（長面川）　（内田）　（井上）　（松鶴）

○ ○ 2

○ ○ ○ 18

○ ○ 2

出席・授業への取り組み、提出物の状況、小テストや
実技試験の結果など。

考査

〇 〇

〇

16

2

評価規準

出席・授業への取り組み、提出物の状況、小テストや
実技試験の結果など。

考査

出席・授業への取り組み、提出物の状況、小テストや
実技試験の結果など。

○ ○

○ ○

配

当

時

数

〇

○

16○ ○ ○

英語コミュニケーションⅠ

思

〇

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。

〇 〇 〇

L E S S O N 2
SECTION 1
本文 (SECTION 1, p.34)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.34)　CHECK! (p.35)
SUM UP! (p.35) TALK! (p.35)
SECTION 2
本文 (SECTION 2, p.36)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.36)　CHECK! (p.37)
SUM UP! (p.37)　TALK! (p.37)
L E S S O N ２ ワークブックによる学習
L E S S O N ２ まとめ・復習

L E S S O N 2 Soy Meat
L E S S O N 3 Capsule Toys

〇 〇

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇

六本木

・これまでの学習成果をはかる。 前期中間考査

〇

〇

後
期

L E S S O N 3
SECTION 1
本文 (SECTION 1, p.48)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.48)　CHECK! (p.49)
SUM UP! (p.49) TALK! (p.49)
SECTION 2
本文 (SECTION 2, p.50)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.50)　CHECK! (p.51)
SUM UP! (p.51)　TALK! (p.51)
L E S S O N ３ ワークブックによる学習
L E S S O N ３ まとめ・復習

L E S S O N 3 Capsule Toys
L E S S O N 4 Pictograms

・これまでの学習成果をはかる。 後期中間考査

前期期末考査

〇
・これまでの学習成果をはかる。

〇

外国語
外国語 英語コミュニケーションⅠ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

前
期

中学の復習をすることによって、基礎力診断
テストに備える。
Get Ready!
 ①アルファベットを書いてみよう　Get
Ready!②辞書で調べてみよう　ののちゃんの
英文法　PRE-LESSON 1-2

L E S S O N 1
SECTION 1
本文 (SECTION 1, p.24)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.24)　CHECK! (p.25)
SUM UP! (p.25) TALK! (p.25)
SECTION 2
本文 (SECTION 2, p.26)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.26)　CHECK! (p.27)
SUM UP! (p.27)　TALK! (p.27)
L E S S O N 1 まとめ・復習

ガイダンス
基礎力診断テストの準備
Get Ready!
L E S S O N 1 The Aurora

語彙・表現や文法などの知識の習得に主眼を置くのではなく、
それらを活用して実際のコミュニケーションを図ることができ
るような知識として習得するとともに、自律的・主体的に活用
できる技能を身につけられるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、英語を聞
いたり読んだりして情報や考えなどを的確に理解したり、英語を話
したり書いたりして適切に表現したりするとともに、情報や考えな
どの概要、詳細、意図を伝え合うコミュニケーションを図れるよう
にする。

三省堂　VISTA English Communication Ⅰ

外国語

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用で
きる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションへの関心を持ち、自ら課題に取り組んで表
現しようとする意欲や態度を身につけられるようにする。

知

【学びに向かう力、人間性等】

態

〇



〇 20○ ○ ○

合計 78

・これまでの学習成果をはかる。 後期期末考査
〇 〇 〇〇 2

出席・授業への取り組み、提出物の状況、小テストや
実技試験の結果など。

考査

〇

後
期

L E S S O N 4
WARM UP! 答えてみよう　QUIZ! 知っていま
すか
SECTION 1
本文 (SECTION 1, p.58)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.58)　CHECK! (p.59)
SUM UP! (p.59) TALK! (p.59)
SECTION 2
本文 (SECTION 2, p.60)　Listening　新出
単語導入　音読練習 (p.60)　CHECK! (p.61)
SUM UP! (p.61)　TALK! (p.61)
L E S S O N 4 ワークブックによる学習
L E S S O N ４ まとめ・復習

L E S S O N 4 Pictograms

〇 〇 〇


